
昨
年
７
月
に
「
米
原
市
立
幼

稚
園
の
在
り
方
検
討
委
員
会
」

が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
11
月
か
ら

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内

容
を
見
た
地
域
の
子
育
て
中
の

若
い
保
護
者
の
方
か
ら
、
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
最
初
の
書
出

し
か
ら
「
多
く
の
保
護
者
は
長

時
間
保
育
を
希
望
さ
れ
て
い
る

が
山
東
幼
稚
園
は
対
応
し
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
に
園
児
数
が

減
少
し
て
い
る
。
ま
た
施
設
の

老
朽
化
で
改
修
に
大
き
な
経
費

が
掛
か
る
。
そ
の
ま
ま
存
続
す

る
こ
と
は
困
難
」
と
の
書
き
出

し
に
な
っ
て
い
る
。
本
気
で
こ

の
大
切
な
子
育
て
の
施
設
を
維

持
し
て
い
く
「
構
え
」
が
全
く

見
え
な
い
。
市
長
は
選
挙
で

「
子
育
て
県
下
ご
を
公
約
に
さ

れ
て
い
る
。
米
原
市
は
本
当
に

「
子
育
て
に
や
さ
し
い
」
町
な

の
か
、
本
気
で
子
育
て
支
援
を

考
え
て
い
る
の
か
疑
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
設
置
し
て
18
年
で
老

朽
化
な
ど
は
市
の
管
理
体
制
の

問
題
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
に
責
任
を
感
じ
て
い
な
い
市

政
の
怠
慢
は
許
さ
れ
な
い
。

早
い
段
階
か
ら
、
旧

山
東
地
域
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
米
原
市
全

体
で
対
応
を
考
え
ら
れ

れ
ば
こ
ん
な
環
境
の
良

い
、
立
派
な
優
良
施
設

で
あ
る
山
東
幼
稚
園
が

維
持
で
き
な
い
こ
と
は

な
い
。
そ
の
よ
う
な
姿

勢
も
見
ら
れ
ず
、
対
応

も
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
っ
か
り
行
政
が
対
応
す
れ
ば
、

維
持
で
き
た
は
ず
と
の
意
見
で

し
た
。
こ
の
こ
と
は
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
も
山
東
幼
稚
園
の
長

時
間
保
育
可
能
な
「
認
定
こ
ど

も
園
」
を
求
め
る
直
筆
の
回
答

が
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と

で
も
明
ら
か
で
す
。

民
間
施
設
と
の
競
合
が
あ
り

ま
す
が
、
私
は
、
官
民
が
互
い

協
力
し
な
が
ら
切
磋
琢
磨
を
す

れ
ば
米
原
市
全
体
の
子
育
て
環

境
を
し
っ
か
り
作
っ
て
い
け
る

と
考
え
ま
す
。
ま
た
就
学
前
の

保
育
・
教
育
施
設
で
は
よ
り
少

人
数
保
育
教
育
は
必
要
で
す
。

最
近
幼
稚
園
の
通
園
バ
ス
で
取

り
残
さ
れ
て
死
亡
に
至
る
悲
惨

な
事
例
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

す
べ
て
の
子
ど
も
達
に
目
が
届

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
限
度
は

10
人
か
ら
20
人
前
後
が
限
度
で

現
在
で
も
山
東
幼
稚
園
は
３
・

４
歳
児
で
10
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
民
間
も
少
人
数
保
育
を
追

及
す
べ
き
あ
り
、
市
と
し
て
も

保
育
・
幼
児
教
育
の
質
の
向
上

の
た
め
の
少
人
数
保
育
を
支
援

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
民
間
園
の
保
育
士
は
低

賃
金
に
お
か
れ
、
ま
た
多
く
の

園
児
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

過
酷
な
職
場
と
も
い
わ
れ
、
職

員
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
職
員
の
待
遇
改
善
も

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
前
の
質
問
の
中
で
も
米

原
市
の
今
後
の
発
展
・
成
長
に

は
「
子
育
て
支
援
策
」
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
あ
る
保
育
や
教
育
の
資

源
を
生
か
し
、
活
用
し
て
こ
そ

自
治
体
と
し
て
今
後
の
発
展
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

今
回
、
幼
稚
園
駐
車
場
の
一

部
に
「
平
和
の
礎
」
を
作
ら
れ

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
在
り
方
検
討
会
」
の
思
い
は
、

山
東
幼
稚
園
全
体
が
米
原
市
の

子
育
て
支
援
の
目
的
に
利
用
す

べ
き
と
の
意
見
で
し
た
。
今
回

の
「
平
和
の
礎
」
は
「
子
育
て

支
援
」
と
い
う
目
的
か
ら
外
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

三
島
池
は
米
原
市
民
全
体
の

貴
重
な
資
源
で
す
。
市
民
、
特

に
未
来
を
背
負
う
子
供
た
ち
に

有
益
な
場
所
と
な
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
今
回

の
山
東
幼
稚
園
の
廃
止
条
例
に

強
く
反
対
し
、
討
論
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
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８
月
31
日
か
ら
始
ま
っ
た
９
月
定
例
会
ぱ
10
月
４
日
の
最
終
日
で
終
了
し
ま
し
た
。
議
案
は
全
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
注
目
さ
れ
た
最
終
日
討
論
で
は
山
東
幼
稚
園
廃
止
条
例
は
３
人
（
藤
田
・
矢
野
・

鹿
取
の
各
議
員
）
が
反
対
討
論
、
２
人
（
山
本
、
堀
江
の
各
議
員
）
が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
反
対
３
人
、
賛
成
11
人
、
棄
権
1
人
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
藤
田
議
員
の
反
対
討
論

は
次
の
と
お
り
で
す
。
山
脇
議
員
は
棄
権
し
ま
し
た
。

藤
田
議
員
の
反
対
討
論

本
当
に
や
さ
し
い
市
か

行
政
の
対
応
遅
れ
が
問
題

少
人
数
保
育
・
教
育
は
待
っ
た
な
し

市
の
発
展
に
子
育
て
支
援
策
は
重
要

議員名 会 派 名
山東幼稚
園閉園条

例

山脇正孝 日本共産党市議団 棄権

藤 田 正 雄 日本共産党市議団 ×

山 口 久 志 天翔クラブ 〇

鹿 取 和 幸 天翔クラブ ×

磯 谷 晃 天翔クラブ 議長

後 藤 英 樹 天翔クラブ 〇

矢 野 邦 昭 天翔クラブ ×

今 中 力 松 天翔クラブ 〇

中 川 松 雄 天翔クラブ 〇

鍔 田 明 天翔クラブ 〇

中 川 雅 史 政策研究会マイバラ ○

堀 江 一 三 政策研究会マイバラ 〇

山 本 克 巳 政策研究会マイバラ 〇

吉田周一郎 政策研究会マイバラ 〇

振 角 大 祐 無会派 〇

細 野 正 行 無会派（公明党） 〇

結 果 可決

三
島
池
は
市
民
の
重
要
資
源


